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日本工学会平成27年度第２回CPD協議会シンポジウム、２０１５．１２．１５

“産業競争力を支える課題解決型人材育成”

持続可能な科学技術創造立国の要
～エンジニアリング・リベラルアーツのすすめ～

出典：日本経済団体連合会月刊経済Ｔｒｅｎｄ、２００７年５月
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持続可能な科学技術創造立国の現状認識

3

１．科学技術振興とイノベーション振興の両輪問題
・第３期科学技術基本計画・・・有言・不実行！
・２０１４年６月 総合科学技術・イノベーション会
議に改変・・・・１０年かかっての変革

・第５期科学技術基本計画（平成２８年度～）で
の有言実行が正念場

２．重大課題：世界に遅れている“教育と科学技術
とイノベーション振興の三位一体振興“

・教育振興投資が科学技術・イノベーション振興
投資と有効に結びついてない！

・科学技術教育プロセスに負のスパイラル！ ３

4

４

理数嫌い
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日本の科学技術教育における負のスパイラル構造

１．初・中等教育：理科・数学教育と技術教育・社会学習との乖離・・・
科学と技術と社会との連関：“新リベラルアーツ教育”の欠落

２．中学生徒の理系への進学意欲の低下・・３年生で進路分かれる！

３．全入時代の大学：文系・理工系ともに、学部における現代に必要な
新リベラルアーツ教育の質の低下

４．理工学系大学院：教育・研究・社会人基礎力の質低下・・・社会
の要求とのミスマッチ、ポスドク問題の顕在化、博士課程進学低下

５．理科・数学が苦手の若者が選択する文系大学：教育の新リベラ
ルアーツの低下・・やがて父・母となり、生まれる子ども達への負の
スパイラル構造の連鎖・・・国民の潜在能力を活かしていない！

5

５

この負のスパイラルを正のスパイラルへ転換すること
が必須・・・新リベラルアーツ教育の振興を！

「一億総活躍実現」には国民・市民全体の底上げが必要

新リベラルアーツとは
6

日本学術会議は現代の自由市民が持つべき“科学技術リベラル
アーツ”を提唱：
①科学技術創造立国の将来を担う人材が備えるべき資質・能力。
②科学・技術に関する基本的な素養と系統的な知識」、及
び「科学・技術と経済・社会や自然環境などとの多様な
関係について理解を深め、自ら考え判断し活用する力と
種々の問題や課題に適切に対応していく力

③伝統的なリベラルアーツと科学技術リベラルアーツとを合わせて
新リベラルアーツの振興を提唱

【出典：日本学術会議「日本の展望－理学・工学からの提言」及び「科学・技術を担う将来世代の育成方策～教育
と科学・技術イノベーションの一体的振興のすすめ～」

柘植：“新リベルアーツ”は「認識科学」だけではなく、「設
計科学」も包含している。 “天と地の間の空間において価
値あるものを生み出す人間の営み”＝「工」：Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ
と同義である。 「科学・技術」の表記はこの概念に欠く！

６

3



2015/12/9

4

engineering
工

天と地の間の空間において、価値あるものを
創造する人間の営み

・科学技術・学術と工学の細分化に伴い、教育界はEngineering 
の原点を忘れて科学技術教育をしていないか？

・それが理数ばなれも含む教育全体の劣化と、２１世紀の
自由市民が持つべき素養：リベラルアーツの低下を持たしている。

・企業内リーダー人材育成、大学院教育研究の世界レベル化等の
改革と並行して、日本人の科学技術マインドの変革が必要！

7

工：Engineering」の原点に立った教育再生が、課題解
決型人財の質と量の育成の基盤・・・理系・文系ともに！

７

8

著者は、日本学術会議が提唱する「新リベラルアーツ＝伝
統的なリベラルアーツ+科学技術リベラルアーツ」を21世紀
の自由市民とプロフェッショナルがともに具備すべき素養＝
「エンジニリング・リベラルアーツ」と呼称し、市民・国民の教
育プロセスの全段階に生かすことを提唱する。

２１世紀の新リベラルアーツを“エンジニアリング・リベラ
ルアーツ”と呼称し、各段階の教育に活かすことの提唱

すなわち、“エンジニアリング・リベラルアーツのすすめ”は、
全入時代の大学において“理工系教育”に限定せずに、人
文・社会系教育にも取り入れることを提言する。

更に、“エンジニアリング・リベラルアーツのすすめ”は、初
等中等教育から高等教育、更には市民の生涯学習にまで
の視野を持って、振興することを提唱する。 ８
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21世紀を豊かに生きる市民への
“エンジニアリングリベラルアーツ”のすすめ

・伝統的な「リベラルアーツ」：自由市民として自らの意思で
思考し、判断・発言・行動出来るために具備すべき素養

・21世紀の自由市民が、自らの意思で思考し、判断・発言・
行動するために具備すべき科学技術的教養を「科学技術
リベラルアーツ」と定義。（科学技術リテラシーではない！）

・「科学技術リベラルアーツ」：科学技術革新の成果が深く
社会と生活に浸透した21世紀の今、最早「伝統的なリベラ
ルアーツ」素養のみでは、自由市民として自らの意思で思
考し、判断・発言・行動することは困難。

9

９
A.Tsuge

・伝統的なリベラルアーツと科学技術リベラルアーツとを合
わせて「エンジニアリング・リベラルアーツ」と呼称する。

101010

A.Tsuge

～例～

・東日本大震災と福島原発事故から、我々21世紀
の自由市民は、何を学び、エネルギーの様々な選
択肢から自らの意志でどのような選択をすることが
出来るか？

・同じ巨大地震と津波に襲われた女川原発が健全
であったのは何故か？

・脱原子力か原子力継続の二元論で良いのか？

・家庭でお父さん、お母さん、子どもの会話の話題
にのぼるエンジニアリング・リベラルアーツ文化を

１０
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提言１初・中等の理科・数学教育を技術・家庭、国語、英語
社会とも合わせて、その“つながり”と全体像の理解能力を

人間・社会・世界
（社会・歴史・語学・美術）

技術・家庭

科学
（理科・数学）

自然法則を知る科学としての理
科／数学とともに

人間と自然法則とのコミュニ
ケーションの面白さを教える

技術・工学は科学を応用し、家
庭と社会・地球に役立つ価値を
創造すること。そのつながりと面

白さを教える

人間・社会・世界は「科学に立脚した技術」によって支えられており、その基本
は理科／数学であり、その体系が「工」：エンジニアリングであることを教える

小等中等教育からエンジニアリング・リベラルアーツを合言葉に！ １１

12121212

提言２ 大学教育における新リベラルアーツ教育の強化
～理系・人文社会系の高等教育共通～

時

３
・４
年
次
教
育

１
・２
年
次
教
育

従来の学部教育 学部教育の実質化に向けた方向

・共通系基礎科目
・人文社会系教養科目

・専門科目

・人文社会系科目
・情報系科目
・健康科目
・教職科目

・共通系基
礎科目

・専門科目

・社会と
科学・技
術との係
わり教育

新リベラルアーツを修得する
１，２年次学習

注：高度知識基盤社会の求める科学技術駆動型イノベーションを支える、専
門教育の質の確保は、大学院の教育・研究に委ねることになろう。
その意味で、大学院も含めた一貫教育の在り方も課題である。 １２

A.Tsuge

専門課程でも新リベラル
アーツの視点を堅持
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社会経済価値創出
イノベーション創出への

参画

大学院教育研究
社会・世界に学び貢献

する人材育成

学部教育
社会に学び、自由市民の新
リベラルアーツ習得（エンジ
ニアリング・リベラルアーツ）

提言３ 学部・大学院教育の実質化に向けた、教
育と研究とイノベーションの三要素の三位一体推
進を！

A.Tsuge
１３

提言：ＣＰＤ学習の組み立てにも、“エンジニアリング・リ
ベラルアーツのすすめ”の強化を視座に！

小学から中学に進学に伴い、理数系教科が抽象的になり、かつ分野も細分化される
個別の学習も、生活・社会・経済等の実社会との関係を常にイメージできる教育の効

果により、高校・大学での学びの動機が明確になる

分岐文系・理系もエンジニアリ
ング・リベラルアーツ教育の充
実を含めた学部教育の実質

化の実現文系

「より高度な思考に秀でた学生」は大学院
博士課程まで進学し、修了生は産業
界からもイノベーチブ人材と歓迎

低迷する博士課程進学者の増加による
大学院教育研究の負の循環から正の循

環への転換

科学技術・イノベーション創造立国の市
民としての父・母のエンジニアリング・リ
ベラルアーツは次代を担う子供たちの

教育へも正の循環

世界レベルの大学・大学院教育研究実
現による持続可能な科学技術・イノ

ベーションエコシステム構築への正の
循環

初・中等教育で理数と技術・生活教育の融合がもたらす科学技術・イ
ノベーション創造立国への正の循環・・・課題解決型人材育成の要 １４

14
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結び
１．２１世紀の日本が物心ともに豊かに生き、持続可能な
地球に貢献していくには、エンジニアリングプロフェショ
ルの育成のみならず、社会との関わりの視座を持った
全市民の生涯学習を含む教育の橋渡し改革が必要。

２．その実現には、教育界と科学技術界と産業界がそれ
ぞれの立場を堅持しながらも、垣根を越えて、教育・科学
技術・イノベーションの三位一体振興が不可欠である。

３．合言葉は人文社会系も理工系も「エンジニアリング・リ
ベラルアーツのすすめ」

日本のイノベーション・エコシステム構築に必
須の初等・中等・高等教育、ＣＰＤ改革を！ 15

16

参考文献
１．知識基盤社会を牽引する人材の育成と活躍の促進に向けて、文部科学省科学技術・
学術審議会人材委員会、平成２１年８月３１日
２．科学・技術を担う将来世代の育成方策～教育と科学・技術イノベーションの一体的振
興のすすめ～、日本学術会議科学・技術を担う将来世代の育成方策検討委員会、平成
２５年２月２５日
３．建議：東日本大震災を踏まえた今後の科学技術・学術政策の在り方について、文部
科学省科学技術・学術審議会、２０１３年１月１７日
４． 提言：巨大複雑系社会経済システムの創成力強化に向けて、日本学術会議総合工
学委員会、２００８年６月２６日
５．柘植、持続可能な科学技術・イノべーション創造立国に向けた教育の再生を～教育と
科学技術と社会経済的価値創造の一体的振興のすすめ～、日本科学教育学会科学教
育研究、Ｖｏｌ．３９ Ｎｏ．２（２０１５），ｐｐ６７－７６
６．Ｔｓｕｇｅ．Ａ，Ｅｎｃｏｕｒａｇｅｍｅｎｔ ｏｆ Ｅｎｇｅｎｅｅｒｉｎｇ Ｌｉｂｅｒａｌ Ａｒｔｓ ａｓ Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎ
ｇ ｉｎ ＆ ｆｏｒ ｔｈｅ Ｓｏｃｉｅｔｙ, Keynote Lecture, Track9, WECC2015, Kyoto, 
2015.11.30
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付録Ａ

科学・技術を担う将来世代の育成方策
～教育と科学・技術イノベーションの一体的振興のすすめ～

平成２５年（２０１３年）２月

日 本 学 術 会 議

科学・技術を担う将来世代の育成方策検討委員会

参考文献２の抜粋

17

①新リベラルアーツ教育のすすめ：初等・中等・高
等教育による一貫した21世紀型科学・技術リベラ
ルアーツ教育の振興
②初等中等・高等教育の各教育段階の間を結ぶ
橋渡し構造の弱点の可視化と強化
③大学院博士課程修了者を活用する社会と、こ
れに応え得る教育の充実

④教育と科学技術とイノベーションの一体的振興
に向けた司令塔の構築＝「総合科学技術・イノ
ベーション・教育推進会議」を提唱

この４つのセンターピン的改革を地道に継続する
ことにより、我が国は持続可能な科学技術イノ
ベーション・教育立国であり続けることが可能！ 18
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文部科学省科学技術・学術審議会建議
「東日本大震災を踏まえた今後の科学技術・学術政策の

在り方について」

解説：Ｈ２５年１月１７日の総会にて決定し、下村文科大臣に野依
委員長から手渡された上記の「建議」の中で、科学技術革新を社
会経済的価値に結びつける科学技術駆動型イノベーションを実
現し、人材育成・教育も視野に入れた重要な施策の建議部分を
抽出して抜粋するとともに、それを実効ある施策に落とし込むた
めに必要な改革提言を付記した。

２０１３年３月 柘植記

19

～参考資料３抜粋～

付録 Ｂ

建議抜粋１：東日本大震災によって顕在化した問題点を
踏まえ、国民の期待や社会の要請に応え得るよう、科学
技術基本計画を着実に実施するとともに、多様な専門知
の結集などによる課題解決のための研究開発システム
の構築に向けて改革し、科学技術イノベーション政策を強
力に推進していくことが極めて重要である。
（中略）本報告書の指摘事項は、持続的な成長と発展の

ため、科学技術イノベーション人材の育成をはじめとした
科学技術イノベーション創出能力の強化など、様々な面
で改革を求められている我が国にとって、いずれも根本
的なものであり、実効性のある施策が迅速に立案され、
実行に移されることを強く期待する。

20

現在の日本に不在の科学技術・イノベーション・教育
一体振興の司令塔機能の構築を！

10



2015/12/9

11

建議抜粋２：社会の要請を踏まえた人材育成

○国は、産業界をはじめ社会がどのような人材を必要とし
ているのかを常に把握し、これらの要請を踏まえ、初等中
等教育段階や高等教育段階での取組も重視して、我が国
の将来を支える多様な人材を育成していくべき。

○特に、複雑化、高度化する課題の解決のためには、社
会に対する洞察力や、柔軟な発想、俯瞰的視点、国際感
覚とともに、個々人の総合的な取組能力や対応能力を身
に付けた、創造性豊かな科学技術イノベーション人材の養
成に努めることが必要。

そのためには、高等教育政策（特に大学院政策）と科学技
術イノベーション政策の整合的な推進が必要である。

21

初中等・高等教育の間を結ぶ橋渡し機能の強化！
教育と科学技術とイノベーションの一体振興のすすめ

建議抜粋３：分野間連携・融合や学際研究を支える人材
育成

○科学技術イノベーション人材を育成することが重要。
（中略）分野横断的、国際的なプロジェクトでリーダーシッ
プを発揮できる人材を育成し、活躍の場を与える取組を。

○我が国は、分野間連携・融合や科学技術イノベーショ
ンを牽引する人材の育成機能が必ずしも十分でない。
（中略）大学は社会的課題の解決に資する人材育成を行
う必要がある。その際、実践的な教育と研究の一体的な
振興を図る必要がある。

○創造性豊かな科学技術人材の育成のため、初等中等
教育段階から高等教育段階まで、各教育段階において、
学習内容と社会との関連を理解できるよう、教育振興と
科学技術振興を有機的な連携の下で進めることが重要
であり、その取組の強化が求められる。 22
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